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論 文 内 容 の 要 旨

寄生蜂の寄主選択は, 寄生動物の研究の中 でも興味の深い研究分野であるが, 現在までのところ, - チ

が寄主を見分けるための感覚生理学的手がかりを分析することに研究が集中されて, 生活に別 して多面的

に検討する試みはほとんど行なわれなかった｡

主論文 1 - 4 は, わが国で新 しく見出されたもので, 柾の新生の 1例ではないかと注目されているルビ
t

ーアカヤ ドリコバチ (A . b .と暗詰) と, これを含む A nicetus 属の 3 種のコバチについて, 寄主- 寄

生虫関係の問題を, 分布 ･活動時期 ･産卵対象の選択傾向などの両から調査 したものである｡

この 3種のコバチ, A .ち., ツノロウアカヤ ドリコバチ (A .C .) ならびにこの研究の過程で著者が発

見 したカメノコロウアカヤ ドリコバチ (A .0.) は, 野外においてはそれぞれルビーロウムシ(R ), ツノロ

ウムシ( P ), カメノコロウムシ(∫)に寄生する｡ 著者はこれらコバチとカイガラムシとの生態をその分布

限界である東北地方以南の日本全国にわたって調べて, 自然状態における寄生蜂と寄主との相互関係を明

らかにした｡ 一方, 室内実験によって, コバチは自然状態におけるその種本来の寄主に主として産卵する

が, A . b .はR のほかP に, A . 0 .はJのほかR にもよく産卵することを発見 したO このような潜在的な

選択傾向の存在は, これまで指摘されたことはない｡ なお, 寄主の発育段階によってこの選択傾向は変化

するし, 種によってはかなりの個体差がみられる｡ これらの成果を総合し, さらにA .ち.の出現をめぐる

諸問題を検討整理して, 著者は, この種は寄主転換による新種分化の 1 例であろうとの作業仮説を提供 し

た ｡

著者はさらに- 工の虫削こ寄生するキヨウソヤ ドリコバチを用いて, 寄主選択についての条件づけ condi-

tioning および寄主適合性の問題を実験的に検討した(主論文 5 , 6 )｡ 寄生蜂が自分の育った寄主と同じも

のを選ぶ傾向をもつようになるという条件づげは, これまで英国において 1 種のヒメバチで報告されてい

たにすぎない｡著者の研究ではこれを遺伝学的および個体発生学的の両面から検討し,条件づげの存在を確

認する一万, 8 世代同じ寄主で飼いつづけても,選択傾向の累代強化はおこらないことを確かめた｡ またこ
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の条件づけは- チが羽化直後に特定の寄主と接触することによって行なわれるものであって, この時期に

別種の寄主に接触させることによって, 育った寄主とは別の寄主にも条件づけることに成功した｡ また,

キヨウソヤ ドリコバチをいろいろなハエの桶に寄生させた場合, 出てくる成虫は形態学的には変わらない

が, 生理生態学的諸性質, とくに成育率, 産卵能力等にかなりの変化が生じることを明らかにした｡ これ

らの変化はふつう一代限りのもので, 遺伝しないが, F2 にまで影響する場合もあった.

参考論文15編は二つの方面にまとめられる｡ その一つは, 動物行動学についてのもので, - チ類の習性

の変異と進化および潮間帯性カサガイの帰家行動についての研究である｡ 他の一つは, 生物群集構造をめ

ぐる研究で, - チ類の寄主寄生蜂関係, セミ類の生態的分布と種間関係, 世界中でただ 1 種 しか知 られて

いない特殊な生活様式 (セミ成虫に寄生) をもつセミヤ ドリガの複雑な生活史と寄主選択, 底生昆虫を主

とした河川動物の群集構造にかんする研究などである｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

寄生蜂の寄主選択は,生態学ならびに応用動物学上重要な問題の一つであるが, Saltの研究(1934- 1938)

以来, これを組織的に検討したものは見当たらない｡ 著者はカイガラムシに寄生するアカヤ ドリコバチ属

および- エ桶に寄生するキヨウソヤ ドリコバチを用いて, この問題を野外調査および室内実験の両面から

検討した｡

アカ.ヤ ドリコバチ 3 種については, その寄主である3 種のカイガラムシの日本における分布, 活動季節

などとの関連を調べる一方, コバチの産卵選択性を実験的に明らかにした｡ 寄生蜂の近縁種問におけるこ

うした問題を組織的に比較検討したのは, この研究が最初である｡ またこの研究過程で多くの興味ある問

題が発見されたが, とくに自然界では寄生しない別種の寄主に集中して産卵する潜在的な寄主 ･寄生蜂関

係の発見, 寄主の発育段階によって- チの選択傾向が変化してゆ く現象の発見とその分析, 選択傾向にみ

られる著しい個体差などは, 今後の寄生蜂研究とくに寄主選択の問題の進展に大きな意義をもつ｡ これら

の研究結果をもとにして, 著者はさらに, 産業上きわめて有益なルビーアカヤ ドリコバチが, ごく近年に

近縁のカメノコロウアカヤ ドリコバチから寄主転換によって生 じたものであろうと考えた｡ これは種の分

化の研究に興味の深い作業仮説を提供し, 有用な天敵を人工的に作り出す可能性をも示唆するものであ

る｡

寄主選択をめぐる別の問題の一つとして, 寄生蜂はその育った寄主がちがうと寄主選択傾向が変化し,

自分の育った寄主と同じものをよく選ぶという条件づけ説があるが, これを実証した実験例は英国におけ

る 1 例にすぎなかった｡ 著者はキヨウソヤ ドリコパテを用いてこれを芙証 し, さらに遺伝的, ならびに個

体の発育の両面から検討して, 条件づけの効果は遺伝するものではなく, 成虫の羽化直後に寄主に触れる

ことによって, 選択傾向を変えうることを明らかにした｡ この研究は- チのように複雑な行動様式をしめ

す昆虫の習性を理解するのに役立つ｡

著者はまた動物生態学ならびに進化学の領域に広い関心を持ち, そのいくつかの分野において野外調査

ならびに実験的研究をつづけてきた｡参考論文の中でとくに注目すべきものをあげると,7 はギングチパテ

のある発育段階での高い死亡率と寄生蜂との関係にかんする資料 ; 8 は日本特産のセミヤ ドリガの 9年間
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にわたる研究結果で, この種が日本産のセミのうちとくにヒグラシによく寄生する原因を生活史と生態分

布ならびにセミの胸部背板の形態から明らかにしたもの; 9 はセミ成虫の群集構造 にかんする総合的研

究 ; 6 はコシボソアナパテの 1種の特異な造巣習性 (世界中で習性のわかっている約2000の狩猟蜂中 6 種

にしか見 られていない無隔壁巣) とその変異の研究; 10はタマキビの岩礁上でのすみわけにかんする実験

的解析 ; 13, 14, 15は河川底昆虫群集の構造および現存量にかんする調査である｡

大串龍一は以上のように, 寄生蜂の寄主選択の闇題にいくつかの重要な新知見を加えた｡ よって, 本研

究は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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